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り

や

光
り
を
と
も
し
た
名
古
屋
い
の
ち
の
電
話

多
く
の
方
々
の
期
待
と
協
力
と
援
助

の
結
晶
と
し
て
、
七
月
一
日
午
前
一
〇

時
、
緊
張
し
て
待
機
Ｌ
ｙ
て
い
た
相
談
員

は
、
名
古
屋
ハ
ー
二
二
・
四
三
四
三
番
の

ベ
ル
の
音
と
共
に
、
最
初
の
相
談
電
話

の
受
話
器
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
時
か
ら
、
名
古
屋
い
の
ち
の
電

話
と
相
談
を
求
め
る
方
々
と
の
心
の
流

れ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
心
の
流
れ

の
意
味
と
大
切
さ
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス

の
読
者
の
方
々
に
は
説
明
の
必
要
が
な

い
程
、
明
ら
か
だ
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
こ
の
出
発
を
皆
様
と
共
に
心

か
ら
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

名
古
屋
の
社
会
に
一
つ
の
大
切
な
光
り

を
と
も
し
た
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

人
の
心
は
悲
し
み
や
悩
み
や
苦
し
み
に

よ
っ
て
、
閉
ざ
さ
れ
、
光
り
を
失
い
、

暗
闇
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時
に

は
、
こ
れ
は
絶
望
に
さ
え
つ
な
が
り
、

生
き
る
力
を
失
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
心
の
扉
を
開
く
の

は
、
心
と
心
と
の
出
会
い
で
す
。
こ
の

出
会
い
が
対
話
に
発
展
す
る
時
、
開
か

名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
理
事
長
相

れ
た
扉
を
通
し
て
、
心
の
中
に
光
り
が

さ
し
こ
み
始
め
ま
す
。
こ
の
微
妙
な
心

の
流
れ
に
つ
い
て
、
相
談
員
の
皆
様
は

講
習
を
通
じ
て
深
く
学
ぱ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
す
で
に
、
第
一
期
の
講
習

を
終
え
た
約
一
〇
〇
名
の
相
談
員
の
方

々
が
、
活
躍
を
始
め
て
お
ら
れ
ま
す
こ

と
は
ま
こ
と
に
有
難
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
厳
し
い
講
習
を
受
け
て
下
さ
っ
た

皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
又
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
皆
様
の
尊
い
犠
牲
と
奉
仕
な
く

し
て
は
、
い
の
ち
の
電
話
は
そ
の
活
動

を
続
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
い
の
ち
の
電

話
を
財
政
的
に
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る

後
援
会
員
の
方
々
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ご
存
じ
の
通
り
、
電
話
相

談
は
一
切
無
料
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
支
え
な
く
し
て
は
、
い
の
ち
の
電

話
は
一
日
も
活
動
を
続
け
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
年
間
の
募
金
目
標
は
Ｉ
〇

〇
〇
万
円
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
す
。

ま
こ
と
に
あ
つ
か
ま
し
い
お
願
い
で
す

馬

信

夫

が
、
知
人
、
友
人
の
方
に
も
お
す
す
め

い
た
だ
き
、
後
援
会
員
の
拡
張
に
も
ご

協
力
下
さ
る
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

現
在
は
電
話
器
一
台
、
一
二
時
間
態

勢
で
す
が
、
次
の
目
標
は
電
話
器
二
台

二
四
時
間
態
勢
で
す
。
そ
れ
に
は
相
談

員
の
増
強
、
設
備
の
拡
充
も
必
要
で
す
。

二
〇
〇
万
人
を
越
え
る
名
古
屋
市
だ

け
を
考
え
て
も
、
い
の
ち
の
電
話
を
必

要
と
し
て
い
る
人
々
の
数
は
、
電
話
の

ベ
ル
が
な
り
続
け
、
い
つ
電
話
を
か
け

て
も
い
つ
も
お
話
し
中
だ
、
と
い
う
苦

情
が
断
え
な
い
事
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

事
務
局
の
方
々
も
頑
張
っ
て
い
て
下

さ
い
ま
す
。
貴
重
な
部
屋
を
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
聖
霊
病
院
に
も
感
謝

を
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
と
ご
奉
仕

に
よ
っ
て
、
い
の
ち
の
電
話
を
必
要
と

す
る
方
々
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
を
心

か
ら
願
い
な
が
ら
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
。

ま
す
。



（２）

名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
開
局
記
念
式

典
お
よ
び
懇
親
会
は
、
六
月
二
十
九
日

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
時
折
、
激
し
い
雨
が

降
る
と
い
う
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず

約
二
二
〇
名
の
方
々
が
ご
出
席
く
だ
さ

り
、
日
本
で
二
十
三
番
目
の
い
の
ち
の

電
話
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
、
喜
び
を
分

か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
一
部
、
・
記
念
式
典
は
小
川
事
務
局

長
の
司
会
に
よ
り
厳
か
な
雰
囲
気
の
う

ち
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
相
馬
理
事
長
は
「
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

い
の
ち
の
電
話
は
人
間
を
大
切
に
し
よ

う
、
い
の
ち
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う

運
動
で
、
人
権
宣
言
の
精
神
が
実
っ
た

も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と

挨
拶
し
、
決
意
を
述
べ
る
と
共
に
更
な

る
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

準
備
委
員
長
と
し
て
の
任
を
全
う
し

た
塚
田
理
事
よ
り
開
局
ま
で
の
歩
み
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
呼
び
か
け
人

会
が
開
か
れ
て
か
ら
一
年
九
ヶ
月
、
そ

れ
に
先
立
つ
非
公
式
の
準
際
会
が
行
わ

れ
て
か
ら
二
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
た

こ
と
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
、
そ
の
間
に

多
方
面
か
ら
の
有
形
無
形
の
支
援
を
い

た
だ
き
た
こ
と
を
感
謝
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

名
古
屋
支
社
長
、
平
山
信
男
氏
よ
り
祝

辞
と
電
話
機
器
の
贈
呈
、
日
本
い
の
ち

の
電
話
連
盟
理
事
長
、
村
山
盛
敦
氏
よ

り
祝
辞
と
祝
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
相
馬
理
事
長
が
受
理
、
万
雷
の

拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

開
局
を
記
念
し
て
束
京
い
の
ち
の
電

話
総
主
事
、
斉
藤
友
紀
雄
氏
の
講
演
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
「
日
本
と
世
界
の

電
話
相
談
」
と
題
す
る
も
の
で
、
同
氏

は
「
い
の
ち
の
電
話
の
よ
う
な
働
き
が

発
展
す
る
と
い
う
現
状
は
決
し
て
好
ま

／ 〃

し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
三
十

二
年
前
に
ロ
ン
ド
ン
で
始
ま
っ
た
こ
の

運
動
が
、
ま
た
た
く
間
に
世
界
中
を
か

け
め
ぐ
り
、
こ
の
名
古
屋
に
日
本
で
二

十
三
番
目
の
い
の
ち
の
電
話
が
開
局
さ

れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
意
味
深
い
。
人

間
は
誰
で
も
悲
し
み
に
出
会
う
。
し
か

し
、
悲
し
み
そ
の
も
の
は
決
し
て
危
機

で
は
な
く
、
人
悶
の
成
長
に
欠
か
せ
な

い
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
悲
し
み
を
受

け
止
め
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
峙
、
言

い
換
え
れ
ば
、
悲
し
む
こ
と
が
で
き
な

い
時
こ
そ
危
機
で
あ
る
。
私
た
ち
は
電

話
を
通
し
て
訴
え
ら
れ
る
悲
し
み
を
誠

実
に
受
け
止
め
る
者
で
あ
り
た
い
。

自
分
の
生
活
の
場
で
い
き
い
き
と
励

む
こ
と
こ
そ
本
当
の
国
際
性
で
あ
る
。

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
］
と
語
り
か
け
、

出
席
者
一
同
深
い
感
銘
を
与
え
ら
れ
ま

した。第
二
部
、
懇
親
会
は
長
井
準
備
委
員

の
司
会
に
よ
り
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
含
む
参
加
者
全
員
の
紹
介
が

あ
り
、
皆
が
い
の
ち
の
電
話
に
連
な
る

友
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

佐
藤
主
事
に
よ
る
祝
電
披
露
の
後
、

小
山
理
事
の
音
頭
に
よ
り
乾
杯
。
な
ご

や
か
な
歓
談
の
峙
が
持
た
れ
、
多
く
の

方
々
よ
り
味
わ
い
深
い
ス
ピ
ー
チ
を
い

た
だ
き
、
名
古
屋
二
期
会
所
属
の
高
岡

／ ⌒

美
千
代
氏
が
祝
い
の
歌
を
披
露
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
島
田
理
事
が
感
謝
の
挨
拶

を
述
べ
、
懇
親
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
方
々
に
見
守

ら
れ
、
お
励
ま
し
と
祝
福
と
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
は

開
局
し
ま
し
た
。
東
京
、
大
阪
に
く
ら

べ
随
分
遅
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た

が
、
全
国
に
通
用
す
る
水
準
を
持
っ
た

相
談
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
開
局
記
念
式
典
、
懇
親
会
に

は
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
よ
り
後
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
を
も
っ

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。



圀

-

電

話

相

談

ス

タ

ー

ト

が

七
月
一
日
午
前
一
〇
時
、
名
古
屋
い
終
え
た
一
期
二
次
の
人
々
も
加
わ
り
、
約

の
ち
の
電
話
は
開
局
し
、
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
当
日
は
開
局
に
先
立
ち
小
川

義
雄
事
務
局
長
が
「
自
分
の
手
に
あ
ま

る
相
談
が
あ
っ
て
も
他
の
相
談
員
が
受

け
と
め
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
、
仲
間

を
信
頼
し
て
お
ち
つ
い
て
応
待
し
ま
し

ょ
う
」
と
励
ま
し
の
挨
拶
を
述
べ
、
最

初
の
電
話
担
当
者
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、

開
局
を
祝
い
ま
し
た
。
開
局
当
日
は
約

三
〇
件
の
相
談
電
話
が
あ
り
、
ほ
と
ん

ど
電
話
の
ベ
ル
が
な
り
つ
づ
く
と
い
っ

た
状
況
で
し
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
五

〇
倍
く
ら
い
の
電
話
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
「
た
だ
今
相
談
電
話
は
お
話
し
中
で
す

の
で
、
あ
と
で
お
か
け
な
お
し
下
さ
い
」

と
い
う
テ
ー
プ
が
ま
わ
り
つ
づ
け
ま
し

た。当
面
は
電
話
一
台
、
午
前
一
〇
時
か

ら
午
後
一
〇
時
ま
で
の
で
一
時
間
態
勢

で
、
原
則
と
し
て
二
名
の
相
談
員
が
待

機
し
て
い
ま
す
。
相
談
員
ひ
と
り
の
一

回
の
担
当
時
間
は
三
時
間
、
月
五
回
以

上
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
一
回
の
担
当

一
〇
〇
名
の
受
信
態
勢
と
な
り
ま
す
。

い
の
ち
の
電
話
は
、
い
つ
で
も
、
誰

で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
、
匿
名
で
相
談

で
き
る
の
が
特
色
で
、
会
話
の
内
容
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
受
信

の
記
録
は
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
、
今
後

の
活
動
に
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

七
月
一
日
か
ら
三
一
日
ま
で
の
一
ヶ
月

間
の
受
信
件
数
は
六
四
八
件
（
男
性
一

七
六
件
、
女
性
三
九
九
件
、
不
明
七
一
ニ

件
）
で
、
一
回
の
平
均
所
要
時
間
は
二

〇
分
で
し
た
。
相
談
の
多
か
っ
た
項
目

と
し
て
は
、
夫
婦
関
係
（
一
一
一
件
）

家
族
関
係
（
七
二
件
）
人
生
問
題
（
六

五
件
）
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

に
は
前
後
の
整
理
の
時
間
も
含
め
て
五
、
、

時
間
く
ら
い
が
必
要
と
さ
れ
、
か
な
り

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
秋
か
ら
は
研
修
を
、
一

Ｗ

◆

理

事

会

報

告

◆

第
一
回
理
事
会
が
六
月
一
四
日
、
聖

霊
病
院
会
議
室
に
て
開
か
れ
、
理
事
一

三
名
中
七
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

各
理
事
の
自
己
紹
介
の
後
、
塚
田
道

生
設
立
準
備
委
員
長
に
よ
り
開
局
に
い

た
る
ま
で
の
経
過
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
に
う
つ
り
、
理
事
の
互
選
に
よ
り

相
馬
信
夫
氏
を
理
事
長
に
選
出
し
、
つ

づ
い
て
一
九
八
五
年
度
予
算
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
小
川
義
雄
事
務
局
長
が

事
務
局
原
案
の
骨
子
を
説
明
し
た
後
、

討
議
が
な
さ
れ
、
将
来
の
社
会
福
祉
法

人
化
の
た
め
に
基
金
の
禎
立
て
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
、
事
務
局
原
案
の
一
部
を

修
正
し
、
総
額
二
二
五
万
円
の
予
算

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
後
日
、
理
事
一
名
が
就
任
を
承

諾
さ
れ
、
理
事
会
は
一
四
名
と
な
り
ま

し
た
。
理
事
氏
名
は
次
の
と
う
り
で
す
。

名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
理
事

理
事
長

相
馬
信
夫
（
カ
ト
リ
。
ク
名
古
座
司
教
）

理
川 笠 内
原 原 河 事

恵

一

（

弁

護

古

嘉恵
（
名
古
屡
大
学
医
学
部
教
授
）

（
聖
霊
病
院
事
務
局
長
）

理
川
原 事
啓
美
（
愛
知
国
際
病
院
長
）

木
本
精
之
助
（
名
古
咀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
八
総
主
事
）

小
嶋
清
一
郎
（
東
海
銀
行
取
締
役
）

小
山
勇
（
中
日
新
聞
社
取
締
役
）

島
田
麗
子
｛
名
古
唄
Ｙ
ｗ
Ｃ
八
総
幹
事
｝

塚
田
道
生
（
名
古
屋
キ
リ
ス
ト
軟
協
議
会
会
長
）

豊
田
寿
子
一
叶
団
法
人
勤
で
ン
タ
ー
理
事
）

中
西
仁
四
郎
（
南
山
短
期
大
学
助
教
授
）

西
沢
信
正
（
末
海
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
キ
ー
タ
ー

渡
辺
且
親
（
金
城
幸
院
理
事
長
）

事 業 費

２８０万円

１９８５年度収支予算

法人化
基金
２００万円

帷費
減価價却賢
琵 晨 ／

事務賢
１５２万円万

恋
！Ｋ刃万円

管 理 費 ’
１５３万円



（４）

盛
大
だ
っ
た
開
局
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
開
局
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
は
五
月
二
日
、
愛
知
文
化
講

堂
で
Ｉ
、
三
〇
〇
人
を
超
え
る
入
握
者

を
迎
え
て
催
さ
れ
ま
し
た
。
神
野
明
氏

自
身
に
よ
る
曲
目
解
説
が
み
ご
と
で
、

そ
の
師
杉
浦
日
出
夫
氏
と
の
名
コ
ン
ビ

が
大
好
評
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

で
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、

全
国
の
「
い
の
ち
の
電
話
」
セ
ン
タ
ー
が
行

っ
た
中
で
も
一
番
大
き
な
収
益
を
も
た

ら
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
事
で
す
。

バ
ッ
ハ
も
‘
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
音
楽

に
よ
っ
て
人
の
心
に
希
望
と
喜
び
と
な

ぐ
さ
め
を
与
え
る
こ
と
に
生
涯
を
か
け

ま
し
た
が
、
神
野
、
杉
浦
両
氏
は
、
そ

の
音
楽
に
よ
っ
て
「
名
古
屋
い
の
ち
の

電
話
」
の
出
発
と
未
来
に
希
望
と
喜
び

と
な
ぐ
さ
め
を
与
え
て
下
さ
っ
た
こ
と

を
お
ぼ
え
、
感
謝
し
た
い
之
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
有
形
、
無
形
に
こ
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
創
り
、
さ
さ
え
て
下
さ
っ
た
清

島
実
行
委
員
長
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
チ
ケ
ッ
ト
売
り
上
げ
枚
数
は
約

一
、
三
六
〇
枚
、
純
益
は
Ｉ
、
一
六
〇
、

五

五

五

円

で

し

た

。

１

１

◆
ｉ
ｌ
ｌ
５
１
　
１
１
１
１
１
１
１
だ
よ
り
◆
子
は
上
記
に
。
７
日
電
話
相
談
実
習
８
グ
電
話
局
の
内
部
見
学
。
第
一
回
理
事
会
。

９
Ｈ
　

Ｅ
Ｊ
Ｈ
Ｈ
　

ル
ー
プ
の
訓
練
ス
タ
ー
ト
【
】
期
二
次
生
）
相
馬
信
夫
理
事
長
選
出
・
今
年
度
予
算
案

４
月
２
日
あ
る
方
が
「
馬
ぶ
ね
の
よ
う
な
火
曜
、
水
曜
、
木
曜
は
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
の
決
定
。
１
５
日
日
＊
自
殺
予
防
学
会
・
「
於
栃

所
」
と
い
っ
て
い
た
部
屋
の
模
様
が
え
、
出
入
り
で
に
ぎ
や
か
に
な
る
。
準
備
委
員
木
い
の
ち
の
電
話
）
１
７
日
名
古
屋
キ
リ
ス

少
し
事
務
所
ら
し
く
な
る
・
４
日
訓
練
委
会
・
開
局
記
念
式
典
の
原
案
作
成
。
今
年
ト
教
協
議
会
で
ア
ピ
ー
ル
。
１
８
日
Ｎ
Ｔ
Ｔ

員
会
。
７
日
名
古
屋
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
度
運
営
委
員
長
塚
田
道
生
氏
、
副
委
員
長
八
事
局
電
話
工
事
、
ク
ー
フ
ー
取
付
工
事

主
催
イ
ー
ス
タ
ー
早
天
礼
拝
で
ア
ピ
ー
ル
に
山
下
政
一
氏
運
出
。
訓
練
委
員
長
島
田
等
、
電
話
室
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
む
。

（
滑
島
）
献
金
を
う
け
る
。
１
５
日
音
楽
会
実
麗
子
氏
選
出
。
１
４
日
カ
ト
リ
ッ
ク
名
舌
屋
司
事
務
機
器
な
ど
の
必
要
品
が
あ
い
つ
い
で

行
委
員
会
、
チ
ケ
ッ
ト
売
上
げ
の
中
間
報
教
相
馬
信
夫
氏
と
話
し
合
い
。
チ
ャ
リ
テ
購
入
さ
れ
る
。
昭
和
警
察
へ
あ
い
さ
つ
（

告
日
、
こ
の
日
ま
で
に
九
百
枚
ぐ
ら
い
と
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
反
省
会
。
１
５
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
緊
急
態
勢
時
の
こ
と
）
２
４
日
準
備
委
員
会
、

の
予
想
。
後
半
の
頑
張
り
に
期
待
す
る
。
レ
ビ
６
３
０
取
材
。
ｍ
ｍ
ｌ
　
大
ｍ
Ｈ
　

　

　
Ｓ
　
会
、
。
訓
開
局
記
念
式
典
と
開
局
日
前
後
の
打
ち
合

１
６
日
音
楽
会
の
ビ
ラ
ま
き
。
″
準
備
委
員
会
練
１
　
具
と
電
話
相
談
実
習
ス
タ
ッ
フ
合
同
協
せ
。
２
９
日
開
局
記
念
式
典
に
ぎ
に
ぎ
し
く

・
（
理
事
会
６
月
開
催
決
定
。
開
局
記
念
式
議
。
１
７
日
事
務
室
と
電
話
室
の
照
明
工
事
開
催
、
（
於
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
・
Ｉ
）
出
席

典
実
行
委
員
会
選
出
。
７
月
１
日
相
談
電
２
２
日
中
部
善
意
銀
行
へ
。
訓
練
委
員
会
。
数
約
名
、
く
わ
し
く
は
本
文
で
。

話
受
付
開
始
決
定
丿
１
８
日
音
楽
会
の
大
看
２
７
日
佐
藤
、
中
野
両
主
事
歓
迎
会
、
仕
事
３
０
日
非
常
用
ベ
ル
取
付
工
事
。

板
出
来
る
。
１
９
日
中
日
新
聞
に
７
月
１
日
場
を
離
れ
て
初
め
て
の
集
い
。
「
こ
れ
で
す
７
月
１
日
い
よ
い
よ
開
局
日
当
日
、
委
員
、

開
局
予
定
が
掲
載
。
２
３
日
音
楽
会
実
行
委
ぐ
に
は
に
げ
に
く
く
な
っ
た
で
し
よ
う
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
事
務
局
集
合
の
中
、
午

員
会
、
当
日
の
役
割
分
担
な
ど
、
話
し
合
と
は
誰
の
弁
？
３
０
日
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
レ
デ
ィ
ー
前
柚
一
時
丁
度
は
じ
め
て
の
電
話
が
鳴
っ
た
。

う
。
２
５
日
開
局
記
念
式
典
実
行
委
員
会
・
ス
サ
ロ
ン
ヘ
ア
ピ
ー
ル
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
八
事
局
各
局
テ
レ
ビ
局
取
材
２
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

訓
練
委
員
会
４
月
末
で
一
期
一
次
生
の
訓
岡
藤
局
長
、
奥
宮
係
長
来
所
。
こ
れ
か
ら
で
ア
ピ
ー
ル
。
３
日
訓
Ｉ
Ｗ
１
１
５
６
日

練
終
了
。
か
ぎ
り
な
く
出
て
く
る
課
題
を
の
協
力
体
勢
に
つ
い
て
話
し
合
い
。
近
畿
地
区
常
連
問
題
検
討
会
（
中
野
）
８

こ
な
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
・
て
い
る
。
６
月
３
日
準
備
委
員
会
、
理
事
会
、
運
営
～
９
日
夜
、
昼
、
２
回
に
わ
た
っ
て
「
ス
ー
パ

・
近
畿
地
区
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
会
、
委
員
会
、
財
務
委
員
会
の
講
成
に
つ
い
て
Ｉ
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

関
西
、
京
都
、
奈
良
、
神
戸
、
名
古
屋
（
佐
藤
）
協
議
。
４
日
マ
リ
ア
館
使
用
に
関
し
て
シ
講
師
平
田
真
貴
子
氏
（
京
都
い
の
ち
の
電

は
じ
め
て
の
顔
合
せ
。
ス
タ
ー
川
原
と
打
合
せ
。
一
期
一
次
生
相
話
主
事
）
１
５
日
Ｎ
Ｔ
Ｔ
工
事
。
１
６
日
市
役

５
月
１
日
こ
の
一
週
間
は
音
楽
会
色
一
色
。
談
電
話
研
修
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
所
広
報
課
取
材
。
１
７
日
ピ
ー
タ
ー
チ
ョ
ー

音
楽
会
前
夜
。
一
、
三
〇
〇
枚
以
上
の
売
上
於
名
古
屋
中
央
教
会
）
５
日
開
局
記
念
式
ク
氏
（
国
際
カ
ト
リ
ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
）
と

げ
予
想
に
、
う
れ
し
・
い
悲
鳴
。
準
備
で
大
典
実
行
委
員
会
（
於
国
際
セ
ン
タ
ー
見
学
、
）
話
し
合
い
。
３
０
日
小
咄
清
一
郎
氏
（
東
海

忙
し
。
２
日
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
当
訓
練
委
員
会
１
２
日
中
日
新
聞
へ
記
事
掲
載
。
銀
行
）
と
話
し
合
い
。

日
、
や
り
ま
し
た
。
名
古
屋
の
ボ
ラ
ン
テ
１
３
日
東
海
銀
行
本
社
訪
問
、
社
会
福
祉
協
３
１
日
一
期
二
次
生
レ
ポ
ー
ト
ノ
切
日
、
こ

ィ
ア
ー
神
野
氏
を
囲
人
で
の
打
ち
上
げ
は
議
会
訪
問
、
緊
急
電
話
連
絡
先
打
ち
合
せ
の
日
ま
で
に
提
出
な
き
人
あ
り
。

こ
と
の
外
楽
し
い
一
時
だ
っ
た
。
こ
の
様
（
６
人
）
１
４
日
Ｎ
Ｔ
Ｔ
八
事
局
へ
打
ち
合
せ
、
（
佐
藤
）

ｌｙ

『

『



募 金 報
替助会員Ａ
岡 田 清 子 渡 辺 Ｔ ｌ に 親 田 島 義 正
伊藤亥之女志村信夫；１；目馬信夫
早 川 雅 春 ・ お さ み 川 村 敏 夫
加 藤 順 一 梶 原 寿 日 比 野 か づ を
古 橋 義 之 竹 谷 と き 子 渡 壁 初 己
山下政一・登代子

賛助会員Ｂ
白 井 泰 子 長 井 潤 冨 鳥 典 子
和 久 英 子 小 川 貞 三 青 山 玄
森 部 暁 子 軽 部 倫 子 石 井 ハ ル 美
岩田邦子足立文彦グラバア俊子
日本キリスト教団鳴海教会婦人会ｊヽ
村 手 元 松 村 睦 子 小 板 橋 秀 行
岡田喜美江伊藤はなよ三輪淑子

賛助会員Ｃ
若 本 英 輔 加 藤 豊 後 藤 健 一
五十君和子足立国子渡辺里支
樫 尾 一 家 本 博 一 森 下 眸
小 川 千 重 子 林 郁 子 武 岡 智 子
秋 田 芳 江 河 村 公 子 竹 内 宏 子
細 井 正 延 鈴 木 冴 子 長 松 一 枝
片 山 悦 子 鬼 頭 明 枝 長 沼 て る 子
日基教団春日井教会婦人会浅見方貴
加藤みゆき山本妙子徳永泰子
中 下 景 子 梅 沢 晴 美 中 山 佐 知 子

告（１９８５年４月１日～１９８５年７月３１日）

佐藤加恵鳥飼繁・薫
伊 藤 倫 子 西 沢 信 正
聖霊修道院和田千寿子
親ぱと子ばと会（玉木功）
稲垣芳子植松従爾

合計３９口

中野広子
佐竹一予
小島信久
近藤百合子
成田良子
菊田よね子
神田充康

若 山 恵
藤久耕一
加藤純一
児玉光雄
堺 敬 子
飯塚比呂子
合計４４口

竹内恵子（２）鈴木道子
斉藤松次郎志村澄江
富 樫 き み 工 藤 育 子
柳生球子多和田いみ子
沖本敬子勝股かね
深山かの子山下弘子
佐野百合子平野昌子
矢満田篤二林比佐雄
大 竹 敦 子 水 野 壽 子

合計６６口

菅原美恵子
西 村 清
森 宣 子
加藤慎二
高田邦彦
３６０，０００円

三輪淳子
堤 晴 子
貝沼恭一
三里和子
粕谷靖彦
玉置恵子
２２０，０００円

高須速夫
神尾初子
細江繁幸
相馬貞蔵
小笠原香
相馬康人
植木貞次郎
岡崎恒子
肥田藤子
１９８，０００円

内山正邦（４）吉橋鋼造太田ハ重子
柴 美 彦 三 宅 澄 子 片 寄 洋 子
服部富美石田喜代子神田よ志
千波冨美子北條とく子水野美代子
梨 本 将 代 岡 野 房 子 山 中 国 子
木 村 常 子 宮 木 邦 蔵 西 村 穣
荒 木 節 子 家 田 足 穂 山 田 勝
柳原佳枝服部みやこ久野ひろ子
細 田 智 津 子 小 島 洋 子 田 中 暁
祖父江キリスト教会

合計７６０９７６，１００円

寄付者（個人）
片岡きよえＲ．Ａ．メリット岩野翠
酒 井 路 子 安 野 満 枝 武 保 輝 彦 （ ４ ）
伊 藤 静 子 坂 田 沓 楠 忠 雄 （ ２ ）
小 島 美 花 長 谷 川 豊 志 朝 岡 学
土 方 つ や 子 五 味 素 代 福 田 誠 二
黒 田 厳 之 吉 武 節 子 傍 島 千 咲 子
小 知 和 優 江 川 口 鐘 一 内 海 捨 子
杉 浦 玉 伊 藤 孝 一 佐 藤 一 夫
中 川 晋 介 奥 山 広 子 林 恵 子
清 水 喜 作 ・ 真 理 子 三 井 と み ゑ

ｉ（敬称略）

西原新一（３）
原 智 津 子
高 嶺 周
加藤順子
榎本倣幸

服部富美
津田とみ子
梅滓満子
宮内英夫
中山真-
加藤里子

山本善太郎
佐久間貞介
津ノ国紅
塚本貞子
加藤三緒子
大岩凱子
早川みどり
中谷塩子
高須洋子

山田一磨
河知久美子
今井士郎（２）
柴田純子
小沢とし江
加藤迪春
黒沢新二郎
植野さがみ
岡部美代子

り



『

寄付者（団体）
日基教団愛知教会婦人会神言会管区長館名古屋聖マルコ教会
カトリック布池教会ＩＥＩ基教団熱田教会婦人会日基教団愛知教会つぼみ会’
聖心会本部修道院名古屋福音伝道教会カトリック恵方町教会婦人会
三栄工商株式会社名古屋キリスト教協議会日基教団名古屋東教会婦人会
ドミニコ会聖ヨゼフ修道院カトリック東山教会岡崎修道院
カトリック南山教会大樹の会瑞浪カトリック教会日基教団名古屋教会
愛知視覚障害者援護促進協議会柳城女子短大宗教委員会安田家庭集会
日基教団名古屋中央教会日基教団高蔵寺ニュータウン教会婦人会

合計２３口Ｌ：１！）１，１８８円

開局記念お祝い金
日本いのちの電話連盟東京いのちの電話理事長・松島正儀斉藤友紀雄
名 古 屋 Ｙ Ｗ Ｃ Ａ 浜 松 い の ち の 電 話 神 戸 い の ち の 電 話 奈 良 い の ち の 電 話
関西いのちの電話名古屋学生センター聖心布池教会ピーターチョーク
名古屋ＹＭＣＡ少年活動委員堀口桂子東海銀行業務渉外部部長・望月智隆
梶 原 寿 永 渾 嘉 子 三 田 村 充 雌 １ 名 波 正 子 一 圓 俊 郎

現 物 寄 付 者
い の ち の 電 話 相 談 用 電 話 一 式 … … … … Ｎ Ｔ Ｔ

電話室・事務局壁ぬり…………・………稲葉塗装店
ゲ タ 箱 … … … … … … 伊里建築
ク ー ラ ー 取 付 工 事 … … … … … … … … … 東 洋 空 調 ㈱ ・ Ｙ Ｍ Ｃ Ａ

予 定 表 （ 白 板 ） … … ４ ・ … … … … … … … … Ｙ Ｍ Ｃ Ａ

印 刷 機 … … … … … … … ＹＷＣＡ
ここに記載した以外の多くの方々からも物品寄附をいただいております。

有難うございました。

※前記記載洩れ後援会員（寄附）木全昭二（’８５．２．２８）おわびして訂正します。

（募金報告に報告もれ、誤りがありましたら誠に申し訳ありませんが、事務局へお知らせ
下さい。）


